
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト

し
て
11
年
。
社
会
保
障
の

削
減
路
線
の
も
と
で
負
担

増
や
サ
ー
ビ
ス
削
減
が
繰

り
返
さ
れ
、
制
度
の
矛
盾

が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

私
は
12
月
議
会
で
、
市

は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

12
年
度
以
後
「
第
5
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
策

定
作
業
を
す
す
め
て
い
る

の
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

福
祉
部
長
「
①
介
護
②

予
防
③
医
療
④
生
活
支
援

⑤
住
ま
い
＝
５
つ
の
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
化
し
て
い
く

『
地
域
包
括
ケ
ア
』
を
継

続
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

私
は
、
ど
こ
に
重
点
を

置
い
て
事
業
を
進
め
る
の

か
。
新
し
い
事
業
計
画
に

高
齢
者
の
実
態
や
住
民
要

求
を
反
映
さ
せ
て
い
く
の

か
と
質
問
し
ま
し
た
。

福
祉
部
長
「
①
認
知
症

支
援
の
充
実
②
医
療
と
の

連
携
③
住
居
に
係
る
施
策

と
の
連
携
④
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
重
点
的
に

取
り
組
む
。
特
に
認
知
症

対
策
は
新
た
な
基
本
目
標

を
か
か
げ
、
認
知
症
を
含

め
た
介
護
家
族
へ
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

厚
労
省
は
、
保
険
料
に

つ
い
て
、
月
平
均
5
千
円

を
超
え
る
と
試
算
。
私
は
、

市
基
準
額
の
試
算
、
ま
た
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
、

減
免
制
度
充
実
の
考
え
を

質
問
し
ま
し
た
。

福
祉
部
長
は
「
要
介
護

者
認
定
者
の
増
加
や
介
護

職
員
報
酬
ア
ッ
プ
等
で
、

保
険
料
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
、
き
め
細
か
い

保
険
料
段
階
の
見
直
し
を

行
い
、
低
所
得
者
へ
の

負
担
割
合
の
軽
減
に
配

慮
す
る
。
減
免
制
度
も

さ
ら
な
る
周
知
に
努
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

総
合
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
福
祉
部
長
は
、

「
国
の
動
向
を
ふ
ま
え

サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら

な
い
よ
う
、
導
入
の
妥

当
性
を
検
討
す
る
」
と

し
、
直
ち
に
実
施
す
る

考
え
は
な
い
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・ご要望をお聞かせ下
さい。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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１２月市議会

市
の
亘
理
道
路
交
通
部
長
に
要

望
書
を
渡
す
曽
谷
・
宮
久
保
・

大
柏
の
支
部
長
（
共
産
党
控
室
）

日
本
共
産
党
の
曽
谷

支
部
、
宮
久
保
支
部
、

大
柏
支
部
と
私
は
12
月

18
日
、
大
久
保
市
長
に

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄

せ
れ
た
身
近
な
道
路
交

通
安
全
で
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
要
望
は
、

側
溝
の
新
設
や
信
号
機

の
設
置
、
歩
道
の
拡
幅
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
29

項
目
。
道
路
交
通
部
長
、

道
路
安
全
課
長
が
対
応
、

支
部
長
の
説
明
に
対
し

調
査
・
検
討
し
回
答
を

約
束
し
ま
し
た
。

12
月
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
「
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
考
え
や
、
保
険
料
の
負
担
軽
減
な

ど
を
質
問
。
答
弁
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

（声）保険料
が高すぎる

特養ホーム

に入れない

保険料基準額の推移（市川市）

年 度 月 額 年 額

2002～05年 3,140円 37,680円

06年～08年 3,700円 44,400円

09年～11年 3,840円 46,080円

12年～14年 検討中 検討中

革
新
懇
市
川
に
よ
る
講
演
会
が
12
月

行
わ
れ
、
市
民
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
野
田
内
閣
の
進
め
る
危
な
い
道
と
私

た
ち
の
課
題
」
と
題
し
、
渡
辺
治
氏
（
一

橋
大
学
名
誉
教
授
）
が
講

演
。
渡
辺
氏
は
「
い

ま
こ
そ
構
造
改
革
政

治
に
終
止
符
を
う
ち
、

99

％
の
国
民
の
た
め

の
社
会
を
つ
く
る
新

し
い
福
祉
国
家
型
社

会
の
実
現
を
」
と
の

訴
え
に
、
参
加
者
は

元
気
と
勇
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

意見を募集中！（1月5日～2月3日）
高齢者支援課担当。意見を出
し、計画に反映させましょう



市
川
市
の
北
東
部
・
西

部
地
域
は
崖
地
が
多
く
点

在
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
が
「
土
砂
災
害

防
止
法
」
に
よ
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
災
害
の
恐
れ

の
あ
る
区
域
を
調
査
し
、

ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
指
定
区
域
は
40
ヶ

所
で
、
影
響
を
受
け
る
地

権
者
３
２
２
名
、
居
住
者

１
１
３
４
名
で
す
。

指
定
区
域
に
は
、
土
砂

災
害
の
恐
れ
の
あ
る
警
戒

区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

と
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
は
崖
下

か
ら
高
さ
２
倍
の
範
囲
で
、

危
険
の
周
知
、
災
害
情
報

を
い
ち
早
く
正
確
に
伝
達

し
避
難
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
体
制
の
整
備
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

の
周
知
を
行
い
ま
す
。
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
区
域
は
、
さ
ら

に
住
宅
等
の
構
造
強
化
を

義
務
付
け
る
な
ど
の
規
制

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

指
定
区
域
へ
の
千
葉
県

の
説
明
会
は
11
月
19
日
ま

で
市
内
８
ヶ
所
で
行
わ
れ
、

３
８
７
名
が
参
加
。
住
民

か
ら
不
動
産
価
値
の
低
下

や
ハ
ー
ド
対
策
の
要
望
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
議
会
で
、
住
民

が
納
得
す
る
説
明
会
を
く

り
返
し
開
く
よ
う
求
め
ま

し
た
。
市
は
「
個
別
の
説

明
と
同
時
に
、
要
望
が
あ

れ
ば
区
域
の
説
明
会
も
再

度
行
っ
て
い
く
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

▼
正
月
、
箱
根
駅
伝
で

若
者
が
全
力
で
箱
根
路
を

駆
け
抜
け
る
姿
を
テ
レ
ビ

で
見
ま
し
た
。
こ
う
し
て

は
い
ら
れ
な
い
と
ば
か
り

に
、
少
々
重
く
な
っ
た
腰

を
上
げ
よ
う
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
今
年
は
解
散
・
総
選
挙

も
予
想
さ
れ
る
激
動
の
年
。

新
し
い
日
本
へ
の
幕
開
け

と
な
る
年
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

貞作通信 ＮＯ.２12 ２０12年1月８日 （２）

12
月
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
土
砂
災
害
防
止
法

に
よ
る
区
域
指
定
に
対
す
る
市
の
考
え
を
質
問
し
ま

し
た
。
そ
の
答
弁
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

昨年春に完成し

た菅野公民館。と

ころが利用者か

ら「会話の声が

反響して聞きづ

らい」との苦情

が寄せられまし

た。

共産党の清水市議が１２月議会の一般質問で

改善を要求。それに対し、生涯学習部長は「音

を吸収する防音材を部屋に使用していなかった。

利用者に迷惑をかけ申し訳ない」と陳謝。市が

責任を認め、「対応として壁・天井等に厚さ５

０㍉の防音材、吸音シート等を設置し、吸音効

果を高める処置を早急に行う」と答弁しました。

昨
年
開
設
し
た
北
消
防
署

こ
の
ほ
ど
大
野
町
3

丁
目
に
、
北
消
防
署
が

新
た
に
建
設
さ
れ
、
曽

谷
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

市
の
北
部
地
域
の
災

害
救
急
対
応
の
拠
点
と

し
て
消
防
ポ
ン
プ
車
1

台
と
人
員
が
増
強
さ
れ
、

消
防
力
が
充
実
さ
れ
、

11
月
26
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
し
た
。
曽
谷

の
消
防
署
は
出
張
所
と

し
て
引
き
続
き
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

宮
久
保
４
丁
目
の
崖
地
整
備
が
行
わ
れ

た
場
所
。
格
子
状
の
構
造
物
で
斜
面
を

押
さ
え
、
植
物
を
残
す
工
法
を
採
用

（
写
真
）
傾
斜
は
54
、
高
さ
9.6
ｍ
、
工

事
期
間
は
３
ヶ
年
（
09
年
〜
11
年
度
）

大
震
災
か
ら
市
民
の

命
と
財
産
を
守
る
消
防

力
の
強
化
は
益
々
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

崖
地
の
上
の
道
路
を
調
査
し
、

市
に
改
善
を
求
め
る
（
写
真
）


